
   
 

 

萩
原
、
坂
本
の
二
氏 

萩
原
嘉
明
顧
問(

79)

と
坂
本
富
夫
監
事

(
69)

は
、
隊
友
会
創
立
60
周
年
の
節
目
に
、

折
木
良
一
隊
友
会
理
事
長(

元

統
合
幕
僚
長 

陸
将)

か
ら
本
部
表
彰
を
受
賞
し
た
。 

萩
原
顧
問
は
、
平
成
７

年
に
入
会
、
同
12
年
か
ら

理
事
と
し
て
、
ま
た
、
16

年
か
ら
26
年
ま
で
支
部
長

と
し
て
支
部
の
発
展
に
多

大
の
ご
尽
力
を
戴
い
た
。

そ
の
永
年
に
亘
る
ご
功
績

に
よ
り
、
今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
。 

 

坂
本
監
事
は
、
平
成
16

年
に
入
会
、
同
17
年
か
ら

理
事
、
19
年
か
ら
監
事
と

し
て
支
部
の
運
営
に
参
画

し
、
そ
の
間
、
22
年
に
支

部
表
彰
、
25
年
に
県
表
彰

を
受
賞
し
、
今
回
の
受
賞

と
な
っ
た
。 

 

お
二
人
は
現
在
も
隊
友
紙
の
手
配
り
を
行

っ
て
い
る
。
萩
原
顧
問
は
元
橋
本
か
ら
中
央

区
千
代
田
の
仕
分
け
場
所
（
セ
レ
モ
ア
）
ま
で

自
転
車
で
往
復
し
、
坂
本
監
事
は
入
谷
か
ら

電
車
と
徒
歩
で
往
復
し
、
受
け
持
ち
の
会
員

宅
へ
手
配
り
し
て
い
る
。 

相
模
原
市
慰
霊
塔
を
参
拝 

８
月
15
日(

土)

、
相
模
原
市
慰
霊
塔
参
拝

行
事
が
行
わ
れ
、
支
部
長
、
市
橋
理
事
、
武

田
理
事
、
岡
澤
理
事
、
坂
本
監
事
、
魚
住
会

員
の
６
名
が
参
列
し
た
。 

西
大
沼
在
住
の
上
村
顧
問
は
、
日
頃
の
散

策
路
で
、
こ
の
日
も
早
朝
に
参
拝
し
た
。 

参
道
入
口
か
ら
５
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
の
手

水
舎
で
清
め
、
市
職
員
の
設
営
に
よ
る
記
帳

所
で
記
帳
し
て
慰
霊
塔
前

に
進
み
、
正
午
の
時
報
と

と
も
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

天
皇
陛
下
の
お
言
葉
の
後
、

ご
遺
族
に
続
い
て
焼
香
し

た
。
雨
の
昨
年
と
異
な
り
、

今
年
は
強
い
日
差
し
の
中

で
の
参
拝
と
な
っ
た
。 

こ
の
行
事
は
、
市
遺
族
会(

河
本
文
雄
会
長
、

県
議)
 

と
相
模
原
市
と
が
共
催
す
る
行
事
で
、

平
成
25
年
、
稲
垣
稔
会
長(

市
議
、
当
時)

の

と
き
か
ら
共
催
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

民
間
で
建
立
し
た
一
万

三
千
基
を
超
え
る
慰
霊
碑

は
年
を
経
る
ご
と
に
維
持

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ

は
市
が
管
理
し
て
お
り
、

「
御
霊
の
御
冥
福
、
郷
土

の
繁
栄
と
世
界
平
和
を
祈

る
聖
域
」
と
し
て
永
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
慰
霊
塔
を
後
に
し
た
。 

  

正
月
に
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
は
、
２
月
に
な
っ
て
日
を
追
う
ご

と
に
感
染
が
拡
大
し
、
３
月
３
日
か
ら
小
中

校
の
一
斉
臨
時
休
校
、
４
月
７
日
に
は
「
緊

急
事
態
宣
言
」
と
な
り
、
未
曽
有
の
危
機
と

い
う
べ
き
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
承

知
の
と
お
り
で
す
。 

座
間
市
は
、
国
や
県
の
方
針
、
自
粛
要
請
、

各
種
施
策
制
度
等
の
正
確
な
情
報
を
い
ち
早

く
市
民
へ
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、
各
部
署
の

施
策
や
取
組
状
況
を
取
り
ま
と
め
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
立
ち
上
げ
、
統
一
的
か
つ

効
果
的
な
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。 

危
機
管
理
課
は
、「
対
策
本
部
会
議
」
の
事

務
局
と
し
て
、
会
議
の
運
営
、
県
と
の
調
整
・

連
絡
・
情
報
収
集
、
市
役
所
内
外
へ
の
情
報

提
供
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

現
在
も
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
避
難
所

に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

市
町
村
長
に
は
外
出
自
粛
要
請
や
休
業
要

請
な
ど
の
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
市
民
の

安
心
と
安
全
の
た
め
困
難
に
立
ち
向
か
う
」

と
い
う
遠
藤
市
長
の
決
意
の
も
と
職
員
一
丸

と
な
っ
て
粉
骨
砕
身
し
て
い
ま
す
。 

市
役
所
勤
務
２
年
目
の
私
は
、
市
民
の
叱
咤

激
励
を
直
接
受
け
て
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
昨
年
の
台
風
被
害
へ
の
対
応
そ
し
て
今

回
の
感
染
症
対
応
に
お
い
て
、
大
局
的
観
点
か

ら
的
確
な
情
勢
判
断
と
適
時
の
指
示
を
行
う

遠
藤
市
長
の
下
で
働
け
る
こ
と
に
喜
び
と
生

き
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

（
会
員 

神
宮
寺
康
弘
） 

 

神
宮
寺
康
弘
（
じ
ん
ぐ
う
じ 

や
す
ひ
ろ
）

氏 

元

第
４
施
設
群
副
群
長
、
平
成
31
年
３
月
退
官
、
同
年

４
月
座
間
市
役
所
危
機
管
理
課
主
幹
、
令
和
２
年
４
月

危
機
管
理
課
長
（
前
任
は
武
田
守
弘
県
北
支
部
理
事
） 

５
月
２
日

４
月
27
日

４
月
24
日

３
月
19
日

３
月
３
日

２
月
19
日

1
月
31
日

相
模
川
河
川
敷
へ
の
外
出
自
粛
及
び

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

等
の
自
粛
要
請
の
看
板
設
置

感
染
職
員
発
生
時
等
対
応
フ
ロ
ー

作
成
・
周
知

Ｇ
Ｗ
間
の
外
出
自
粛
要
請
等
を
防
災
無
線
で
放
送

全
職
員
対
象
の
防
護
服
着
脱
、

消
毒
方
法
、

感
染
防
止
対
策
に
係
る
研
修
会

公
共
施
設
の
休
館
に
つ
い
て
集
約
、

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
て
発
信

市
主
催
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
調
査
、

延
期
・
中
止

な
ど
を
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
て
発
信

新
型
コ
ロ
ナ
情
報
を
い
さ
ま
メ
ー

ル
等
で
配
信

支部長 藤井 照正 

〒252-0156 緑区青山 389-1 

☎090-9386-3340 

Fax 042-784-8614 taiyu_soza@yahoo.co.jp 

支部だより 第９７号 

令和 2年 8月 

本
部
表
彰
を
受
賞 坂本監事 

萩原顧問 

座
間
市
と
コ
ロ
ナ
と…

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
る
市
の
取
組
事
項
一
覧
か
ら
抜
粋 

黙祷 

参拝後 

友隊
Zama 

Sagamihara 



 
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
災
害
情
報
を 

！  
市
役
所
へ
の
災
害
情
報
連
絡
手
段
と
し
て
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
簡
単
に
」
行
え
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
会
員
諸
兄
の
お
知
恵
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
三
佐
尾
防
災
理
事
） 

県
隊
友
会
防
災
部
会
報
告 

７
月
４
日(

土)

、
神
奈
川
地
本
２
階
に
お
い
て
県
隊

友
会
防
災
部
会
令
和
２
年
度
第
１
回
会
議
が
行
わ
れ
、

町
屋
防
災
理
事
、
新
井
防
災
理
事
の
２
名
が
出
席
し
た
。 

 

令
和
２
年
度
事
業
の
概
要 

★
大
き
な
被
害
を
受
け
た
支
部
に
対
し
て
、
本
部
の
統
制
に
よ
り
、
他

の
支
部
か
ら
の
応
援
体
制
を
整
備
す
る
。 

★
会
員
の
防
災
能
力
向
上 

○
赤
十
字
神
奈
川
県
支
部
の
研
修
（
４
／
四
） 

○
関
連
資
格
取
得
の
奨
励 

○
自
治
体
等
防
災
訓
練
へ
の
参
加
（
９
月
座
間
市
） 

○
ス
マ
ホ
、
携
帯
等
に
よ
る
メ
ー
ル
通
信 

○
防
災
図
上
訓
練
（
４
／
四
） 

★
自
衛
隊
と
の
共
同
要
領
の
整
備 

○
自
衛
隊
、
県
庁
と
の
メ
ー
ル
交
換
（
５
月
） 

○
被
災
情
報
伝
達
訓
練
（
11
月
） 

★
広
報 ○

市
町
村
防
災
訓
練
へ
の
参
加 

○
隊
友
紙
へ
の
投
稿
、
Ｈ
Ｐ
掲
載 

 会
員
の
消
息 

（
敬
称
略
） 

入
会
（
よ
う
こ
そ
県
北
支
部
へ
） 

 

花
水 

祐
樹 

(

26)  

上
鶴
間
本
町 

海 

厚
木 

７
月 

退
会
（
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
） 

 

岩
井  

淳  
(

55)  

広
野
台 

海 

７
月 

 

矢
野 

文
正 

(

91)  

旭
町 

 

陸 

７
月 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す 

 

萱
森 

英
二
郎(

81) 

ひ
ば
り
が
丘 

陸 

８
月
５
日 

 

平
川 

満 
 
(

93) 

新
磯
野 

陸 

８
月
16
日 

手配りの状況 

区 分 総 数 手配り数 手配り率 

正 会 員 ２５１ ２２３ ８９％ 

特別会員 １２ ９ ７５％ 

計 ２６３ ２３２ ８８％ 

次号までの主な予定 

県 理事役会 ９月１２日(土)…資料配布 

支
部 

座間市防災訓練 ９月５日(土)9:30～ 相模野小学校 

理事会  ９月１９日(土)隊友紙仕分け後 セレモア 

隊友紙仕分け 
 ９月１９日(土)10:00～ セレモア 
１０月１７日(土)10:00～ セレモア 

あなたに隊友紙をお届けしている会員をご紹介します。 （敬称略） 

若手の方の参画をお願いします。ご一報下さい。 

地区 お名前 担当 年齢
上鶴間 天野　高本　島貫　永田　連佛 天野 77
上鶴間 在原　北島　田辺　花水　古澤　星野　三佐尾 在原 57

上鶴間　東林間 飯塚　岡澤　狩野　副島　原山　三澤 岡澤 59
南台　豊町　栄町 長野　永淵　平木 長野 88

御園　桜台　相模台　南台 秋元　河本　髙木　瀧内　瀧口　徳川　福田　宝官 宝官 84
荻子　諏訪部　田中　冨　引野 冨 84
河野　鈴木　高木　東條　西村　水野　向井　森谷 向井 77
上田　牛尼　小山　平川　堀　　三宅 三宅 84
朝比奈　池崎　磯谷　大池　大矢　棚橋　水本　宮本 池崎 83

磯部　新磯野　相武台団地 小室　武田　中村　番匠　宮沢　吉原 宮沢 88
東大沼　西大沼 会田　上村　川島　豊田　本村　森　　山口 上村 84

古淵 澤田　中澤　平本　力石 力石 62
青山　池田　市橋　伊藤　岡田　尾形　小山　杉山　田村　都崎
原田　本堂　八木　渡辺　陸装研

上矢部　矢部新町 尾関　柿田　葛原　岸　　後藤　竹内　松原 葛原 77
赤間　伊藤　井上　遠藤　大井　小澤　小野寺　小林　佐藤　鹿戸
嶋　　霜田　菅野　高久　セレモア　紅浦　細川　細山　山本
渡邊勝彦　渡邉一芳　渡邊信経

相模原　氷川町 木原　佐々木　佐藤　鈴木　武田　松本　三留　望月　山田　義山 鈴木 71
向陽町　宮下本町　すすきの町 朝比奈　岡　岡田　菊地　関口　高橋　西村　室橋　山中 菊地 76

上溝　田名 大河原　小柳　篠崎　須藤　多賀　長谷川　増田 長谷川 66
橋本　西橋本　東橋本　大山町 相京　遠藤　胡桃沢　小林　眞田石油　寺嶌　野中　一木　吉野 胡桃沢 80

相原　二本松　西橋本 芦刈　北郷　田原　中所　寺門　萩原　矢上　山本 萩原 79
原宿　若葉台　根小屋 青木　浄念　田中　橋本　平本 田中 68

上九沢　青山　三ケ木　千木良 高橋　中間　奈良　藤井　宝勝　本間　溝口　山口 藤井 71
小松原～相模が丘　ひばりが丘 桑野　榊原　清水　鈴木　東家　古川　牧野　松本 清水 66

相模が丘　相武台 伊藤　小林　櫻井　佐藤　原　　藤澤　町屋　吉塚　吉村 町屋 57
緑ヶ丘　南栗原　栗原中央 井手　今村　川井　小長谷　斉藤　神宮寺　二町　三谷　渡辺 二町 80

池邑　石川　磯部　江成　小笠原　岡野　加藤忠義　加藤宏之
萱森　小久保　川津　萱森　後藤　近藤　坂本　佐藤　繁田　清水
新開　大澤堂　武井　戸田　富石　中原　中村　野村　早川　樋口
古木　保坂　松本　宮野　山本

新磯野

坂本 69
ひばりが丘　東原　緑ヶ丘

四ツ谷　座間　入谷東　入谷西

小町通　由野台　松が丘　光が丘
青葉　並木　矢部　鹿沼台　相生

千代田　星ヶ丘　中央　下溝

市橋 61東淵野辺　淵野辺本町　淵野辺

井上 70


